
身体も心も癒される空間を
～信頼と技術とおもてなしの心で～

心温まる、家庭的な雰囲気の中で

心豊かな人生を、一緒に・・・・
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１９９２年開設
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６年前 ～老健の役割・機能を取り戻す～

１．在宅復帰率１０％
⇒６５％

２．リハビリ充実

３．包括的サービス

５．質・専門性

４．地域との連携

回転率・重度者受け入れ
ＡＤＬ改善 結果を出す
認知症改善 トイレ排泄９０％

ターミナルケア
尿路感染などの治療

医療連携（歯科・皮膚科）
部署の人員確保

全体目標・個人目標の周知
アクションプラン・研修

地域の医師・居宅
祝谷・特養・ＧＨ

地域から信頼さ
れ選ばれる老健
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リハビリの充実を目指して

リハビリの充実
○心地よいと感じるハード面の環境整備
○リハビリスタッフ（理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士）6名体制から10名体制へ
○多職種協働での個別プログラムの連携
○全利用者が空間を活用する時間が増える。
施設内通いのリハビリの仕組みつくり
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①職員食堂

改修前 職員食堂⇒機能訓練室①へ（物療室）
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医師・看護師・管理栄養士
リハビリ・相談員・介護士が
全 力 で サ ポ ー ト し ま す
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Ｖ

★物理療法
★アロマの香り ★音楽療法

★シトラスハーブ
爽やかな柑橘と
リフレッシュさせる
ハーブの香り

７月の香り

高齢者の方が音・視覚・
嗅覚・物理療法でゆっく
りとくつろげる時間

利用者・・「違う場所に来たみた
いで嬉しい。よう寝てしもたよ。」
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デイケアルーム（改修前） ★暗く個別スペースが狭い
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★理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士等による個別訓練
入所：短期集中40分 週3回以上

：3ヶ月超え 20分 週3回
ショート・デイ：20分以上 希望回数

★マージャンや集団での作業活動

★日中活動量増加→夜間眠れる
物療＋個別訓練＋集団作業活動

★利用者同士の交流の機会増える
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★各自の趣味や個別活動

（パソコン・手芸・創作・読書・脳トレ・DVD鑑賞・机上の自主訓練等）

★自分時間を満喫できる
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★改修前 物療室のトイレ環境
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トイレ改修 カーテンや開き戸

自動水洗ではなく高齢者が使用できない

会議室⇒相談室
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Ｖ

★物療室のトイレ環境

★デイケアルームのトイレ環境

★家庭的な雰囲気のトイレ
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デイケアルーム（改修前）

19



デイケアルーム（改修後）
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パントリー 改修前 狭くカウンターがあり利用者が限られる
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パントリー 改修後 壁を抜き広いスペース
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デイケアルーム
～集団活動や談話の空間～

★医療管理の必要な方、重度な方も安心。

★調理スペースを広げ、車イスでの訓
練がスムーズ。

★手芸や創作活動・調理訓練後の茶話会
など仲のよい方との交流の場。
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老人保健施設本体の改修

★ユニットケアが出来るように３階
（39名）サブステーションと西食堂
を開設。

★各階トイレ環境の整備

★相談室
～誰でも利用できる～
頂ける空間にしました24



★カラオケルーム完備

★各フロアに職員休憩所

★洗面台が増設
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利用者

家族

職員

リハビリ訓練室
物療・訓練・活動

癒しの空間

施設としてのリハビリ充実・強化
リハビリ時間増加 ＝満足度向上

・心身機能向上
・活動量増加
・リハビリ満足
・個別の活動時間増
・夜間不眠・不安等の解消
・精神面の安定・信頼関係

リハビリ受ける

・ＡＤＬ改善
・心身面の機能向上
・信頼関係構築・紹介先評価

・他の利用者への活動時間増
・ケアの効率化
・落ち着く＝ケアしやすい
・職員の気持ち

・「心身機能」「活動」
「参加」のアプローチ希望
・個々のプログラム希望

個々プログラム・実践・ＡＤＬ改善⇒サービスの見える化 見える化⇒報酬
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～施設全体のチーム力で更なる進化で

更なる進歩を目指します～
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